
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

達成

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

事業所における健康づくりの取組を実効性あるものとするため、H27年度は、「事業者と連携した健康づくりモデル事業」（事業番号050506）

を実施し、中小事業所における健康づくりのモデルを創出・発信することで取組の拡大につなげる。

目標に対

する成果

の状況

・テキスト作成及び研修会の開催により、事業所における健康づくりの必要性を周知する機会を設けるとともに、健康保険委員数は目標値を

上回る1,552人となり、事業所の健康づくりを推進する人材の育成につながった。

・健康保険委員育成の支援を通して、運動習慣定着のための情報発信や健康づくりに関する研修機会の提供を行い、職場の健康づくりに

取り組む意欲ある事業所の拡大につながった。

00 826

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 1,299 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

0

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

0

473

0 0

健康保険委員 1,500人 1,552人

473

473 473 0

1,200人 ―

概　算

人件費

0.10

0

補正予算

合計（A) 0 0

Aの

財源

0 473

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

協会けんぽの行う健康保険委員育成の支援

・テキスト編集会議　（３回）

・「健康づくりガイドブック」作成　（2,000部）

・健康保険委員向け職場の健康づくり研修会の開催

　（県内７会場、219名参加）

・健康づくりチャレンジ宣言事業所　（30事業所）

 （補助先：協会けんぽ）

実施期間 H26 ～ H26

kenko-zoshin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－１ 健康で長生きできる地域づくり

課・室 健康増進課

事業番号 04 07 34 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

健康ボランティア活動強化事業健康ボランティア活動強化事業健康ボランティア活動強化事業健康ボランティア活動強化事業

（事業者と連携した健康保険委員育成支援事業）（事業者と連携した健康保険委員育成支援事業）（事業者と連携した健康保険委員育成支援事業）（事業者と連携した健康保険委員育成支援事業）

担

当

課

0

　事業者と協会けんぽの橋渡し的役割を担う健康保険委員の活動を強化支援することにより、企業が自発的に健康づくりに取り組むことが

できる環境づくりを進める。

１　健康を支え、守るための社会環境の整備は地域保健だけでは不十分であるため、企業や団体など多様な主体が自発的に健康

　づくりに取り組むことが必要である。

２　協会けんぽは、その構成企業の多くは中小規模であり、単独で健康づくり活動を行うことが困難である。

　・青壮年期40～74歳の保険者別の構成割合　　市町村国保（42.2％）に次いで協会けんぽが多い（27.3％）

　・協会けんぽ加入事業所約３万のうち現在の健康保険委員は1200人にとどまる

　・特定健診受診率県平均46.3％に対し協会けんぽは36.5％（H22）　（県目標70％（H29））

○協会けんぽが行う健康保険委員向けテキスト作成、研修会の開催など健康づくり推進活動を支援し、健康保険委員の育成など職域で

の保健活動を推進する。 (健康保険委員　1,200人(H25)　→　1,500人　(H26） )

総合５か年

計画

プロジェクト  ４－１－５　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail

部局 健康福祉部

１　保健活動の推進

H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

項目

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

県が関与

する理由

当初予算

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

地域保健対策の推進に関する基本的な指針（平成24年７月31日厚生労働省告示）

（単位：千円）　

成果目標・

事業内容

事業者と連携した健康保険委

員育成支援

補助金

合計

Ｈ26

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度26年度26年度26年度 27年度

473

473 473


